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１．申請書、契約書、工程表の着手年月日（予定）及び完了年月日（予定）は、全て同日とすること。
２．申請書、実績報告書、請求書、口座振替払申出書に押す印鑑は全て同じものとする。
３．工程表は原本を提出すること。また、「施工業者」欄には、代表者の「役職名」及び「氏名」を記載し、必ず「代表者印」を押印すること。

４．申請書の添付書類中の⑾市税の滞納がないことを証する書類（市税を課税されてない場合は、これを証する書類）とは、「木更津市税に関する証明書類」を指す。
住宅等の共有の場合には、共有者全員分を添付する。

５．申請書の添付書類中の⑿その他市長が必要と認める書類の例
・住宅等の共有の場合には、一方の委任状（委任する者、委任される者の住所氏名を記入）
・ＰＣ（プレキャスト）版の許可書（ＰＣ版を使用する家）
・貸主の承諾書　等
６．実績報告時には、実績報告書及び請求書、口座振替払申出書を提出すること。
７．現場立会い検査について
①中間検査　　浄化槽本体設置時の確認
②完了検査　　完成状況の確認

※　検査時は、工事標識板及び浄化槽工事業者登録票を必ず持参すること。
８．現場での主な検査項目
　
・屈曲点、合流点の升　　　　　　・建物からの距離（２ｍ以上）

（２ｍ以下の場合には、深基礎か用擁壁工事）

・放流先　　　　　　　　　　　　・勾配

・設置場所　　　　　　　　　　　・屈曲点、合流点の升

・浄化槽上部の状況　　　　　　　・トラップ

・基礎工事　　　　　　　　　　　・越流堰

・水平確認　　　　　　　　　　　・ブロワ－のアース
※　中間検査及び完了検査は必ず担当の浄化槽設備士が立ち会うこと。（やむを得ず代理の者が立ち会う場合には、現場に精通した者とし、浄化槽設備士免状の写しを検査時に持参すること｡）
９．工事施工について

①逆勾配にならないように、勾配計算を十分に行うこと。
（「放流先が低いとか既設升だから止むを得ない」などは認めない）

②底盤コンクリート工事については、コンクリート打設後、強度が出るまで充分に養生期間（７２時間以上）を置いてから、浄化槽を設置すること。
③やむを得ず上部を駐車場にしたり建築物や道路に近い場所に、浄化槽を設置する場合には、重量に対応した施工（柱補強工事、コンクリートボックス工事、擁壁工事等）をすること。

④屋外洗い場より雨水、土砂等の流入がないこと。（屋根等が設置されている場合は可）
⑤工事写真は、要所々々に浄化槽設備士が監督しているものを撮影すること。（工事標識板及び浄化槽工事業者登録票をいれて撮影、また、配管工事写真も撮影すること。）

⑥工事中は必ずヘルメットを着用し、安全には万全を期すること。

１０．補助対象となるのは、木更津市の補助金交付決定通知以降に工事を着工し、当該年度の３月１５日 までに完成する工事であること。
１１．住民票は、申請者の世帯全員が記載されたもの（住民票謄本）をご提出ください。なお、新規設置、単独・汲取転換に関わらず提出が必要です。
１２．申請から交付までのフロー

	施　　主
	

	工事業者
	

	市　役　所
	


不明な点は、

木更津市 環境部 資源循環推進課（木更津市クリーンセンター内）
TEL　０４３８－３６－１１３３　　までお問い合わせください。
合併処理浄化槽設置事業補助金交付申請にあたっての注意事項
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